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校長 小薗 義彦

子どもの幸せを願わない親はいません。子どもに対するすべての行動が子どもの幸

せを思っての行動です。今現在の子どもの幸せも大事ですが，子どもが成長して大人

になった時に幸せに感じることは，もっと大事なことではないかと思います。

礼儀作法を厳しくしつけられたので，社会に出てその場に応じた行動ができた。丈

夫な体に育ててもらってよかった。仕事を途中であきらめずに最後までやり遂げる粘

り強さが身に付いている，人のことを思いやり人の役に立つ行動がとれた。など体感

できたときに幸せを感じ，親への感謝の念をもつのだと思います。

そのような視点から，今，子どもにしていることが，真に子どものためになってい

るかどうかを考えてみるとどうでしょうか。子どもの周りには，あいさつ，人前での

言動，子ども同士のトラブルの解決法，健康などいろいろな発達課題があります。な

んでも先回りして困難なことを取り除き，安全なレールを敷いてあげる。子ども同士

で解決できそうな事柄にはじめから親が出ていく。などのことは，子どもの成長の機

会を奪っていることになるのではないでしょうか。

体力・気力づくりとも関連して，自力（歩いて）登校が叫ばれています。一人ひと

りにはいろいろな事情があり，車で送っているのだとは思います。例えば，片道１㎞

の距離を１年間（約２００日）登下校すると４００㎞にもなります。登下校で，体力

・気力がだんだんと養われていきます。車で送り迎えをすることは，体力・気力を養

う絶好の機会を失っているともいえます。１年間（○年生まで）のうちに自力で登校

できるようにという目標をしっかり定め，取り組むことが大切です。都合により車で

送るにしてもいつも学校のすぐそばまで送るのではなく，だんだん学校から離れたと

ころまでにする工夫をして，自分で歩く距離を伸ばしていく

ような取り組みが望まれます。

その他のことでも，子どもが自分で考え，行動し，達成感

を味わう，または失敗から学び強くなるチャンスなどを子ど

もから奪わないようしてほしいものです。 大崎町母子寡婦会の皆様から，子どもたちのために雑巾をいただきました。心のこもった手作りの雑巾をありがとうございました。学校をますますきれいにするために，これからもみんなで，一生懸命掃除を頑張りたいと思います。
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鹿児島では，１１月１日から７日まで「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」が行われました。本校でも，保護者のみなさん，中沖・菱田保育園の年長組さんと職員の方々，学校評議員・中沖千間堀会のみなさんなど，多くの方々が，参観にこられました。中沖小の子どもたちは，少し緊張（恥ずかし）気味でしたが，普段よりも更にはりきって，勉強や運動に取り組む様子が見られました。多くの方に見ていただいたことは，今後の励み（よい刺激）となったようです。ありがとうございました。来年も多くの方々の来校（参観）をお待ちしております。

４月に６年生を対象に全国一斉に行われた全国学力・学習状況調査の結果が先月公表されました。本校の児童も，みな一生懸命学習してきたことを生かして頑張ってくれたのですが，思うように力を発揮できず，「国語A・B」「算数A・B」「理科」ともに全国平均を下回ってしまいました。 個人差もありますが，全体的に「活用力」などに課題があるようです。結果をさらに細かく分析し，６年生ばかりでなく，全学年で確実に学習の定着「学力の向上」が図れるように，学校全体が一丸となって取り組んでいきたいと思います。１０月１５日に大崎町小学校陸上記録会が行われ，５・６年生が出場しました。全員が自己ベストの更新に向け頑張りました。＜敬称略＞・５年男子走り高跳び 第３位 大野・５年女子走り高跳び 第３位 上村・６年男子６０mハードル 第１位 松下〃 第２位 宮里・６年男子1000m走 第２位 宮里

１１月・１２月の行事予定月 日 曜 行 事
19 木 大崎町小・中学校音楽発表会
20 金 ＰＴＡ登校指導・そば刈り（２校時）大崎町家庭学習強調週間（～26日）

11
21 土 中沖子ども会活動日家庭教育学級（芋ほり・料理作り）
28 土 町P教育講演会
29 日 分館対抗駅伝競走大会
1 火 人権集会（児童会）・PTA理事会
2 水 持久走大会・学級PTA
5 土 県PTA活動研究委嘱公開（錦江町）
6 日 人権フェスタ２０１５

12
12 土 土曜授業（そばの実落とし）
13 日 門松作り（保体環境部，9：00～）飼育小屋補修（中沖の会，10：00～）
18 金 PTA登校指導
19 土 中沖子ども会活動日（花苗プレゼント）
24 木 終業式※ あくまでも予定です。変更の場合もあります。


